
 

北海道留寿都高等学校長  仲 川 敏 幸 

  今年は７月に入っても曇天・雨天の日が多く続いていました。２年生が見学旅行でも訪問する広島県を含めた西
日本地方においては、今月上旬にこれまでに経験した事が無い大雨に見舞われ、数百万人に対し避難指示・勧告が

出され、２２０人を超す尊い命が失われました。また、地震以外の災害として初めて「特定非常災害」に指定され、

現在でも避難所での生活を余儀なくされている大勢の人たちがいるとともに、学校が被災し授業再開のめどが立た

ずに事実上の夏休みに入るところもあると報道されています。規模は違いますが、一昨年には、台風１０号に伴う

大雨の影響で、北海道の十勝地方を中心に橋の崩落が相次ぎ、河川が氾濫して多くの家屋が浸水ました。この氾濫

した日に十勝に居た私は、出張のため国道を通って帯広市へ向かっていました。幕別町の入り口で通行止めになり、

道道を迂回して十勝川を渡ったのですが、すぐ橋の下まで水かさが増しており、道路脇の畑や河川敷のゴルフの練

習場が浸水している様を見て、今まで経験した事の無い恐怖を感じました。  ５月の避難訓練の折にも生徒の皆さんにはお話ししましたが、留寿都の市街地付近にいる上では、海から遠く、
津波の恐れは全くなく、地震や洪水もほぼないと聞いていますので、安心して生活できる土地であると思います。

しかし、寮生の帰省時や自宅通学生も含めて買い物や観光などのために、海の近くや普段と違う土地・建物の中に

居るときに大きな地震や火災、津波、洪水等に遭ってしまったとき、自らの身を守るのは各自の状況判断力と行動

力にかかってきます。「５０年に一度」の異常気象を基準に発表される「大雨特別警報」が福岡県では２年連続で発

表されるという、従来の異常な状況が日常化しつつある近年では、一人一人の危機管理能力を最大限に高める必要

があります。  さて、２７日からは夏季休業です。この間も技術競技会に向けた学習会等が行われますが、生徒諸君が有意義な
夏休みを過ごし、８月１７日には元気に登校してくる事を願っています。 
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 平 成 ３ ０ 年 ７月 号 
（平成３０年７月２６日発行） 

ＴＥＬ（０１３６）４６‐３３７６ 
ＦＡＸ（０１３６）４６‐３３８６ 

７月５日（木）、６日（金）の２日間にわたり、札幌市において定時制通信制体育連盟野球大会が開催されま

した。本校の野球部の選手たちは、助っ人を含んでも控え選手のいない９名という非常に厳しい条件で臨みま

したが、見事に２年連続で１回戦を突破し、第３位という成績をおさめました。 

準決勝では、飛鳥未来高校に敗れたため惜しくも全国大会への出場権を逃しましたが、格上のチーム相手に

善戦を繰り広げ、選手たちの日頃の努力の成果が垣間見えた試合となりました。 

保護者の方々、 

地域の皆さま、 

応援ありがとうございました。 



 八雲養護学校交流事業（２回目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀  学校祭１日目（福祉まつりへの参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１４日（土）に留寿都村公民館で、本校と社会福祉協議会の共催

で福祉まつりが開催されました。本校の生徒たちは、ふれあいの店、昔

あそびコーナー、シルバーオリンピックや午後のレクリエーションイベ

ント等を担当し、様々な世代の方々との交流を図ることができました。 
また、焼き鳥を１，３５０本も販売したり、地域の子どもたちと触れ

合ったりと、生徒たちがそれぞれで「お祭りを全力で楽しむ」ような姿

も見られ、楽しい一日となりました。 

「初めての福祉まつり」 

１年 大沢 駿 

 

今年の福祉まつりは、僕自身も

初めてだったため、色々と大変で

したが、出店も多くあり、村の人

とのふれあいもあり、楽しかった

です。僕は文化委員として幼児・

小学生ゲームの玉入れやふれあい

レク、生農会のレクリエーション

に参加し、来てくれた人を楽しま

せることが出来たという達成感も

ありました。 

最後に、この行事を終えて地域

の人々と来年もまた交流できるこ

とがとても楽しみになりました。 

７月１１日（水）に八雲養護学校で、今年度２回目となる交流事業を２年生が行いました。今回は情報の授業

への参加やレクリエーションを通して、同じ高校生として昨年に増して親睦を深めることができました。 
また、生徒同士で名刺交換を行い、お互いの趣味や好きな芸能人、授業の話などで盛り上がるといった、和気

あいあいとした楽しい雰囲気で素敵な時間を過ごす交流となりました。 
「八雲養護学校と交流して」 

２年 盛 瑞希 

  今回の八雲交流は昨年と同様に名刺交換を
しましたが、他にも、福祉コースは生徒さん

達と一緒に情報の授業を受け、農業コースは

花壇造成を行い、昨年よりも深い交流ができ

ました。加えて、全員でレクリエーションを

して一人一人ととても楽しい時間を過ごせた

と思います。  私たちと歳が近い生徒さん達が強く前向き
に生活している姿を見習いたいと思います。  来年の交流会で、またお会いできることを
楽しみにしています。 



 学校祭２日目（スポーツ大会・クラス発表）                    
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 盲導犬講習                      ７月２日（月）の５・６時間目に、本校の２年生

農業福祉コースの生徒が「特別養護老人ホーム 大
原の杜２０１６」を訪問し、利用者さんや職員の

方々と交流を図ってきました。  学校で学んでいることを実際に活かしていく場面
に直面し、間近に迫った２週間の介護実習に向けて

気合を入れ直す良い機会となりました。 

７月４日（水）の５・６時間目に本校の体育館

で、盲導犬協会指導員の方と盲導犬ＰＲ犬のばうむ

号をお招きし、本校１、２年生と留寿都小学校４学

年を対象に、盲導犬講習を行っていただきました。  歩行体験なども行われ、生徒たちは真剣な眼差し
で盲導犬について学んでいました。 
今回の盲導犬とそのユーザーに関する学びを今後

の日常生活へと活かしていってほしいと思います。 

「最後の学校祭を終えて」 

３年 西東 憂香 

 

高校生活最後の学校祭は２週間と

いう短い準備期間でしたが、難しい

ダンスに挑戦しました。振り付けを

覚えるのがとても大変でしたが、メ

ンバーが細かく分かりやすく教えて

くれたおかげで、発表では練習の時

よりも上手に踊れたので嬉しかった

です。  また、ダンスメンバーやクラスと
の仲もまたさらに深まり、学校祭の

前よりもクラスの仲が一段階、良く

なったようにも感じます。  高校生活の中で最後の学校祭も、
このクラスでステージ発表ができて

良かったと心から思います。 

７月１５日（日）に本校の体育館で学校祭２日目が開催されました。 
午前中にスポーツ大会が行われ、１年生は１２名と非常に苦しい人数

の中で上級生と熱戦を繰り広げました。最後は、３年生が優勝し、有終

の美を飾るという美しい形で幕を閉じました。 
また、午後からはクラスステージ発表が行われ、１年生はほのぼのと

した演劇で、２年生はパワフルかつセクシーなダンスで会場を盛り上げ

ました。そして、３年生の多彩なグループダンスとスリーピースバンド

のライブは、「三年間の仲」の厚みを感じさせるものとなりました。 



 校外実習を終えて  
あ 
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８月の行事予定 

日付 曜日 行事内容 日付 曜日 行事内容 

～16 木 夏季休業終わり 開寮 24 金  

17 金 休業後集会（服装・頭髪等検査） 25 土 ＪＡようてい祭 

4年生登校期間（～8/25） 26 日 留寿都村産業祭 

18 土 登校日・体験入学 27 月 前期期末試験１日目 

19 日 登校日 28 火 前期期末試験２日目 

20 月 振替休業（１８日分） 29 水 前期期末試験３日目 

21 火 振替休業（１９日分） 30 木 前期期末試験４日目 

22 水  31 金 前期期末試験５日目 

23 木  ２年生実習決意式 

 

 ７月１９日（木）に本校の１年生と生農会執行部、
村内各種団体が国道２３０号沿いの赤い靴公園前で、

昨年と同様に、通過するドライバーたちに対して交通

安全を呼びかけました。今後も大きな事故から小さな

違反まで起きることのないように、一人一人がルール

を守ることを心がけていきたいと思います。 

「福祉施設実習を終えて」 

農業福祉コース ３年 細田 拓哉 

  実習を終えた正直な感想は「楽しかった」けど「恐
かった」です。利用者様と実際に接したり、職員さん

に助言をいただいたりすることは自分にとって大きな

学びとなり、とても楽しかったのですが、反面、介助

をしていると、利用者様を傷つけないだろうかと不安

が残り、恐いなと思ってしまいました。  しかし、将来は福祉施設で勤務したいと考えている
ので、今後は今回の実習での不安を早く無くし、少し

でも利用者様が安心して介助に入らせてくださるよう

な介護職員を目指したいと思います。 

「農家での実習を終えて」 

国際農業コース ３年 和泉 空 

  僕は３週間、岩田農場さんで実習をさせていただき
ましたが、自分の実家で作っている作物とは違うもの

が多く、初めての作業ばかりを体験できたことで多く

の学びがありました。  中でも、長いものポール立てやネット張りは初めて
の経験で、途中に失敗もありましたが、楽しく作業に

取り組むことができたので良かったです。  僕は将来、家業の農家を継ごうと考えているので、
今回の学びを活かして今後の生活を頑張っていこうと

思います。 

 先月、１１日から２９日にかけて、本校の３年生が校外実習に行ってきました。農業福祉コースの生徒は、
羊蹄山麓から札幌近郊まで幅広く福祉施設にお世話になり、介護の基礎について学んできました。 

国際農業コースの生徒は、主に羊蹄山麓の農家さんや企業の方々にお世話になり、「働く」ということを肌で

感じる貴重なインターンシップとなりました。 


